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先日、まちの広報室の講座で、写真を撮りながら旧町を歩きました。1時
間足らずでいつのまにか 150枚以上撮影！来年から投稿が始まるので、名
張のえぇとこをステキに発信できるよう、みんなで頑張ります（くま）

「なばり学」学習資料集には、名張で生まれ育った私でも知らないことがた
くさんありました。初めて読みましたが、大人も十分楽しめます。「なばり
学」学習資料集は市HPで読めるので、ぜひ読んでみてください！（はる）

名張には、実に多様な魅力があります。そして、これらを紡いできたワー
クショップが終了しました（P6)。この過程を経て、未来に向けて共有した
い「名張らしさ」を言語化。次号でその案をお披露目します！（特命係長）

　 編 集 後 記 　　 
報広 「なばり暮らし」の情報紙報広

広報なばりへのご意見・
      　ご感想はこちらから ▶

ビックリするほどクロスワードを作るのが難しかったけど、名張の魅力がた
ーくさん詰まった仕上がりに。名張って魅力いっぱいのまちなんです！クイ
ズ大好きな私がネタをたくさん盛り込んだ特集なので要チェックですよ（DJ）

名張市丸之内　総合福祉センターふれあい東すぐ　Tel：0595 ‐ 63‐ 0919

宮参り　節句　長寿
各種お祝い用品
和雑貨各種

水引教室開催中 髪かざり・ブローチ・ペンダント・イヤリングほか
水引アクセサリー　オーダーも承ります水引専門店

赤目赤目山山
さんろ くさ ん ろ く

麓麓トレッキングトレッキング
モニターツアーモニターツアー
　ガイドが同行し、自然文化を学び　ガイドが同行し、自然文化を学び
ながら赤目を巡るツアーです！ながら赤目を巡るツアーです！

行 

程
赤目口駅 ▶▶ 赤目山麓トレッキング ( 竜神山など )▶
▶ 昼食 ▶▶ 温泉 ( 下山後 )▶▶ 赤目口駅

12 月 3日日
午前 8時 30分～午後 4時頃

（受付開始 午前 8時）

集合場所　近鉄赤目口駅（旅のステーション）
服装　軽登山程度　　持ち物　飲み物、雨具、入浴時のタオル
対象　18歳以上で山道を 5㎞歩ける人　定員　10人 ※応募多数で抽選
参加費　3,000円 [実費のみ ]（弁当代・温泉利用料・保険料）◎今回はガイド料不要
申込　11月 21日火までに、氏名、年齢、住所、電話番号を
　電子メール　（kankou@city.nabari.lg.jp）か電話で問合先へ

 市エコツーリズム推進協議会 事務局（観光交流室内）　  63‐7648
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日時　11月 26日日 午前 11時～午後 3時
 　【箏

こと

の演奏】午前11時30分～、午後1時30分～ （各30分） 
場所　名張藤堂家邸跡（丸之内）　※当日は入館無料
定員　40 人　参加費　500円（抹茶・お菓子代）
※箏の演奏のみ参加の場合は定員なし、参加無料
申込　11月 10日金～ 22日水（平日 午前 8時 30分
　～午後 5時）に、電話で問合先へ　※先着順

 文化生涯学習室　  63‐7892

　亀井利克氏は、平成 14
年に名張市長に就任以来、
5 期 20 年の長きにわた
り、強い使命感を持って
財政再建や行政改革に取
り組まれました。また、
都市内分権の推進や、全
市民の社会参加が叶う「地

域共生社会」を目指したまちづくりの礎を築くなど、名張市の発
展と福祉の増進に大きく寄与されました。
　特に、コミュニティや人との結び付きに重きを置いた地域共生
のまちづくりは、先進的な取組としてWHO（世界保健機関）か
らも注目されるとともに、国からモデル事業として全国の自治体
に紹介されています。
　こうした功績を顕

けんしょう

彰するため、9
月定例議会で、本市として 4人目
の名誉市民に決定されました。

 秘書室　  63‐7252

市民とともに地域共生のまちづくりを進めた

亀井利克 前市長を名誉市民に

WHO視察（隠おたがいさん）

竜神山 七ツ池

モニターツアーのため、
最後にアンケートを
ご記入いただきます。
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市HP

WHO視察（まちの保健室）

WHOが名張の取組を紹介した動画▶


